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１１月５日は「津波防災の日」です。今年はちょうど１１月５日が月曜日になり

ましたので、朝礼で、なぜ１１月５日が津波防災の日に制定されたか、１８５４年

（安政元年）の「稲むらの火」の話をしました。その後、「熊本地震から２年半」と

題したスライドを生徒に見せながら現状を話しました。  

それでは、津島市から約８５０キロ東の益城町や熊本市の様子を皆様にもお知ら

せします。 

 

＜熊本地震から２年半（一部抜粋）＞ 
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 平成２８年４月に発生し

た熊本地震から２年半が

たちました。ちょうど３年

生が入学したばかりの頃

でした。覚えていますか。 

 熊本地震は、４月１４日

と１６日に震度７が２回

観測された観測史上初の

地震でした。後日、前震と

本震と名付けられました。 

 被害が最も大きかったの

は、熊本市の隣の益城町で

した。住宅のほとんどが被

害をうけた上、たくさんの

人が犠牲になりました。 

願 復興 

 ボランティアセンターは

平成３０年４月に終了し

ました。イセキ農機から借

用していた土地は、元通り

グランドになっています。 

 被害が一番大きかった

益城町役場付近の復興は

進んでいます。役場は解体

整地され、新庁舎建設に向

けて動き出しています。 

 現在の益城町役場は、プ

レハブで建てられていま

す。元あった場所から少し

離れた所で、通常の業務を

行っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年４月の地震発生から、２年半の月日が流れました。そして、私が前回

（平成２８年１０月）熊本を訪れてから約２年の月日も流れました。今回の訪問前

に「復興は進んでいるだろうか。」と心の中でつぶやいたその言葉には、復興が進

んでいるにちがいないと期待を込めた言葉でもありました。 

 この平成２８年熊本地震は、震度７の揺れが数日間に２回おきた観測史上初めて

の地震です。そして、１回目を前震、２回目を本震とされたことも、初めて耳にし

た用語でした。そんなことから話し始めた前回（平成２８年１２月）のスライド「平

成２８年熊本地震のその後」を見せた時、現３年生はまだ１年生でした。そう考え

ると、月日の流れるのはたいへん早いとつくづく思います。そのように、復興も早

く進んでほしいと願うばかりです。 

 ２年前に訪れた時は、道

路のいたる所に亀裂や陥

没がありました。しかし、

ほとんどの道路は舗装さ

れ、修復されていました。 

 平成２８年７月に始まっ

た公費による家屋解体は

順調に進んでいます。しか

し、その後はさら地のまま

の場所が目立ちます。 

 益城町の仮説団地は１８

か所に建設されています。

受験を控えた中学３年生

生は、そんな環境の中でも

頑張って学習しています。 

 町内最大のテクノ仮設団

地では、みんなの家と言う

名前の集会所で、週末に、

ボランティアさんが中学

生に学習を教えています。 

 熊本市で、地震のつめ跡

は、唯一、熊本城だけと言

っていいほど復興してい

ます。現在、市役所の１４

階から城を展望できます。 

 この熊本地震では、中学

生が荷物を運んだり、小さ

い子の面倒を見たりと、復

興の担い手として活躍し

ました。 


